
～ 高めあう 人権感覚 確かな未来 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早咲きの桜  
（春日学区）  

 

 

 

●動画サイト YouTube 

●チャンネル TouTube.F 

●問い合せ先 東部地域振興課 

電話：084-940-2574 

FAX：084-947-5658 

メール： ↓↓↓ 

toubu₋chiikishinkou@city.fukuyama.hiroshima.jp 

東部地域振興課では、生涯学習の成果など

を発表する機会の一つとして YouTube の 

チャンネルを開設しています。 

今回は、２月１日に開催したふくやま東部

文化フェスタでオンライン配信を希望した団

体の演奏を紹介する第二弾です。 

出演していただいたのは「にっこりハーモ

ニカ」のみなさんです。 

どうぞご覧ください。 

〈配信〉 ４月１日（水） 9:00～ 
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福山市東部地域振興課  

学習情報紙 

No.２９５ 

４月号 

東部文化フェスタ オンライン配信

今月も、東部まちづくり博覧会を開催します。

東部管内にある１５学区が、地域をあげて取り

組んできた１年間の活動をパネルで紹介しま

す。 

ふくやま東部文化フェスタ２０２６の展示

としてスタートし、約３か月間ご覧いただくこ

とができます。 

2 月下旬のこと、春日池公園の第二駐車場に隣

接した「春日老人福祉センター」の入口では、早

咲きの桜が花をつけていました。インターネット

で調べてみると「シナミザクラ（カラミザクラ）」

という中国が原産の品種とのこと。土から露出す

る「気根」が特徴だそうで、５月から６月に実る

赤いサクランボは甘酸っぱく、ジャムやシロップ

の材料になるそうです。 

日本では、入学シーズンに咲く「ソメイヨシノ」

が大多数ですが、濃いピンクの「カワヅザクラ」

や「ツバキカンザクラ」などの早咲き品種も好ま

れています。「ソメイヨシノ」の後は、野山を彩

る「ヤマザクラ」や枝垂れた枝が優雅な「エドヒ

ガン」などが続きます。また、晩秋に咲く「ジュ

ウガツザクラ」は、クリスマス前でも薄ピンクの

花を楽しむことができ、見つけたらつい足を止め

見入ってしまいます。 

知れば知るほど、桜の多様さに驚きます。 

歩 遊 遊 歩歩 一 一 景景 

早
春
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寒
風
に
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る 
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や
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主催・問い合せ先 東部地域振興課 
電話 ０８４－９４０－２５７４ 

 ０８４－９４７－５６５８ 

●期間 4月 30日 （木） まで 

●場所  東部市民センター 2階ロビー  
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●●● “地域をつなぐまちづくり”紹介 ●●● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大門高校生徒による「絵本の読み聞かせ」（東部図書館） 

  

おたがいさまミーティング in引野学区 を開催
２月２５日に、引野交流館で「おたがいさ

まミーティング」を開催しました。 

このミーティングは、社会福祉協議会が地

域福祉の推進を目的に地域と共同で進める講

座です。 

「多文化共生のまち」をテーマに話し合い 
今回は、「お互いを認め合い 多様性を活力

に みんなが創る 多文化共生のまち」をテー

マに話し合いをしました。 

 まずはじめに、地域振興課から「未来を拓

く“内なる国際化”」と題しての情報提供があ

りました。その中で、日本における外国人市

民を取り巻く現状や人口の増加状況などにつ

いてお話がありました。 

 続いて、福村交流館長から福山市や引野学

区の状況についてお話がありました。 

 また、学区でこども食堂を取り組んでいる

山口さんから「こども食堂開設について」と

題し、現在の状況についてお話がありました。 

 
 

 これらの話をふまえ、グループワークでは、

「あなたの地域で外国籍の方が住んでいます

か？」「かかわり方で良かったこと、困ったこ

とはありますか？」「災害があった時に外国の

方に周知する方法を考えてみましょう」を話

題の柱に、小グループで話し合いました。 

 参加者からは、「国勢調査に、協力してもら

えた」などの報告や「なかなか出会う機会が

少ないが、地域の活動に参加してもらえるよ

う取り組みたい」などの意見がありました。 

３月７日、東部図書館にて、大門高等学校

２年生４人による「絵本の読み聞かせ」が開

催されました。 

「はらぺこあおむし」や「ぐりとぐら」な

ど、生徒が自分で選んだ絵本を使って読み聞

かせをし、参加したこどもたちは、目を輝か

せながら熱心に聞いていました。 

読み聞かせの合間にも、手遊びを交えてこ

どもたちとふれあうなど、工夫を凝らした楽

しいお話の時間になりました。 

最後に、参加した保護者へ子育てに関する

課題などのアンケートを行いました。 

大門高校では「総合的な探究の時間」とし

て、グループに分かれて社会的な課題を取り

上げ「課題解決に向けて高校生ができるこ

と」を学習しています。このグループでは、

「こどもが過ごしやすい環境を作るにはど

うすればいいのか」をテーマに探究活動を行

っており、その一環として、東部図書館の協

力を得て絵本の読み聞かせを開催しました。 

「初めての経験で緊張したけど、こどもた

ちが笑顔で聞いてくれたので安心しました」

と、生徒のみなさんもほっとした様子で笑顔

が見られました。 

３年生になると個人で探究活動を続ける

そうで、中には保育士やピアノの講師をめざ

す生徒もおり、今回の経験が生かされること

を願います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東部図書館からのお知らせ 

『旭丘学区ふれあい文化祭』 
◆１０月２２日（日） 

９時００分～１６時００分 

旭丘小学校体育館・中庭（雨天決行） 

*展示「やさしい読書のカタチ 
読書バリアフリー」 

〖日時〗４月２２日（水）～５月１８日（月） 

〖場所〗東部図書館 １階フロア 

〖内容〗読書バリアフリーとは何か、どんな資

料があるのか紹介し展示する 

〖問い合わせ先・申し込み〗 

東部図書館 084-940-2575 
 

*サロンコンサート 
〖日時〗４月２８日（火）１４時～１４時３０分 

〖場所〗東部市民センター １階サロン 

〖内容〗ウクレレの演奏と Hula 

〖出演〗ウクレレ pilialoha 

生涯学習団体の活動費を補助します！ 

・構成員数 ： ５人以上の学習グループ 

・補助金額 ： 補助対象経費の２分の１以内で上限５万円 

・対象事業 ： 子育て、福祉、芸術、生涯スポーツなどの生涯学習活動で、

学習成果が広く社会へ還元される活動 ※審査があります。 

 
「福山市生涯学習活動費補助金」は、市内で活動している学習グループが、 
自主的に企画・実施する学習活動の経費の一部を補助することにより、 
生涯学習活動の活性化を図るものです。 
 

●申請書受付期間 ４月１日（水）～４月３０日（木） 

●申請の手引き・様式の配布 ４月１日（水）～ 

【データ】 ホームページに掲載 

【書 類】 市役所９Ｆまちづくり推進課・各地域振興課で配布 

詳しくはＨＰでご確認ください。★過去の交付団体の活動紹介も掲載 

しています。 

 ⇒福山市生涯学習活動費補助金で検索 

 

【問合せ先】 福山市役所まちづくり推進部 まちづくり推進課 

TEL（０８４）９２８－１２４３  FAX（０８４）９２８－１２２９ 
 

*はるのおはなし会 
〖日時〗４月２６日（日）１１時～１１時４５分 

〖場所〗東部図書館 ２階集会室 

〖内容〗大型絵本の読み聞かせ、パネルシアター、

手あそびなど 



 視覚障がい等の理由がある人のために，営利目的を除き「録音」「点字」「拡大」などを認めます 
 

“でんろん”（中国語）とは日本のちょうちん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「２人に１人がにせ情報や誤った情報を信じ、 

４人に１人が誤情報を拡散」 
総務省が１５歳以上を対象に実施した「ＩＣＴリ

テラシー実態調査」によると「誤った情報」でも「正

しい情報だと思う」、「おそらく正しい情報だと思

う」と答えた人が４７．７％であることが分かりま

した。 

また、偽・誤情報に接触した人のうち２５．５％

の人が、何らかの手段を用いて情報を拡散していま

した。 

拡散した理由については２７.１％の人が「情報が

驚きの内容だったため」と回答しています。 

偽・誤情報を拡散した手段として「家族や友人な

ど周囲の人へ対面での会話」「家族や友人など周囲

の人へメールやメッセージアプリ」となっており身

近な人に拡散することが多かったようです。また、

不特定多数にインターネットを用いて拡散した人

は４４．４％で多くの人が情報を拡散していまし

た。 

一度拡散した情報は、誤った情報でも止めること

はできません。 

これらのことから、情報の拡散や、書き込みにつ

いては、その情報が正しのか、書き込みに対して誰

かを傷つけることはないかを冷静に判断したうえ

で行うことが大切です。 

今後、ますますＩＣＴリテラシー（情報通信技術

を正しく適切に利用活用できる能力）の向上が必要

なことが今回の調査でわかりました。 

 

フィリピンの民族衣装・雑貨 

 

 
 

  

 ！

３月７日、大門日本語教室のボランティア

スタッフ、大津野学区在住のフィリピン出身

の外国人、多文化共生社会をめざし長年取り

組んでおられるゲスト３人を迎え、それぞれ

の活動の紹介と地域での多文化共生について

パネルディスカッションを開催しました。 

まず、客本牧子さんから日本語教室「ふ～

じゅ」について国籍や背景が違っても同じ地

域で生活している者どうし、困ったときは

「おたがいさま」の気持ちで問題を解決し、

よりよいまちづくりをめざしていること、 

教室の名前は、中国語「ふ～じゅ」を漢字で

書くと「互助」“おたがいさま”という意味

から由来していることを話されました。 

「ふ～じゅ」では、日本語の学習も含め、 

参加者どうしが同じ時間を一緒に過ごすこと

を大事にされていることがわかりました。 

 

近所に外国人が 増えてるけれど どう思ってる？ 講演会  
続いて大門日本語教室スタッフの浦野納穂さ

んから、日本語教室では日本語を学習するだけ

ではなく、日本の習慣や心のあり方も一緒に感

じてもらえたら嬉しい、自分が接する多くの外

国人は礼儀正しくやさしく、日本人をリスペク

トしてくれているなど、外国人との交流のなか

で感じたことや今後の教室への思いなどを語っ

ていただきました。 

大津野学区に在住する鶴田ベルナさんから

は、２０年以上前に日本に来た頃は、周りの人

に助けられることが多かった。今では周りの外

国人をサポートする立場として仲間を増やし、

母国の文化を広げる活動を続けている。今後

は、地域でのイベントなどを通じてさまざまな

人と交流していきたいと話されました。 

 参加者アンケートでは「ゲストの話が印象深

かった」「地域の外国人をとりまく現状がわか

った」「外国の料理、言葉、習慣など学びた

い」などのご意見をいただきました。 

 東部地域振興課では、地域での多文化共生の

まちづくりにむけ、みなさんとともに考えてい

きたいと思っています。 
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い
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き
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勢
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の
ま
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大
き
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原
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と
な
っ
て
い
ま
す
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東
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域
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興
課
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様
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こ
れ
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大
き
な
輪
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、
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安
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し
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ら
せ
る

「
持
続
可
能
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ま
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く
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を
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す
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本
年
度
も
、
皆
様
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
活
動
を
全

力
で
応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
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